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問題と目的 

 不登校問題の深刻さが指摘されて四半世紀以上経つがいまだに不登校の生徒数は増加

傾向にある。特に中学校における不登校生徒は多く，令和元年度の中学校における不登校

生徒数は 127,922 人と文部科学省が平成 3 年度に調査を始めてから最も多くなっている

（文部科学省，2020）。また不登校になっていなくても，学校に行くことが嫌だと感じな

がらも我慢して登校している生徒や，欠席数が少ないため教師からは見えにくいが遅刻や

早退が多い生徒（森田，1991）といった不登校傾向を示す生徒は多い。実際に，中学生の

うち約 10 人に１人が不登校傾向を示している（日本財団,2018）。 

そこで本研究では，不登校傾向の低減に有効な具体的な手段として，解決志向短期療法

（Solution Focused Brief Therapy:以下 SFBT）に着目した。SFBT は，de Shazer et 

al.(1986)が提唱した治療モデルであり，クライエントの思考の枠組みをもとにウェルフォ

ームド・ゴール（十分に練り上げられた現実性のある目標）を作り出すこと，例外をもと

に解決を作り出すことが大きな特徴である（De Jong & Berg，2013 桐田他訳 2016）。

SFBT は，海外ではこれまでに学校現場において，多動や問題行動，自己中心的な行動の

減少や学業成績の上昇における効果が示されている（Franklin, Kim, & Brigman，2012

岩本訳 2013）。日本においては，解決志向アプローチを取り入れたコンサルテーション（黒

沢・西野・鶴田・森，2015）や不登校児童に対して SFBT を用いた事例（相模，2012）

がある。しかし，学校現場において学級や学年を対象とした SFBT による介入を行った研

究は少なく，不登校の生徒や不登校傾向を示す生徒にとって SFBT が有効であるかについ

ては未だ明らかにされていない。そこで本研究では SFBT に基づくワークシートによるプ

ログラムを実施し，その効果を検討する。 



先端教育研究実践センター年報 第 21 号 

－128－ 

 

方法 

 調査対象は，A 県の公立中学校 1 年生 103 名であった。そのうち SFBT の技法を用い

たワークプログラムに取り組む実験群を 2 クラス（54 名），ワークプログラムへの参加を

待機する統制群を 2 クラス（49 名）とした。まず，実験群，統制群の両方に事前の効果

測定を実施し，実験群にはその翌日に 1 回目のワークを実施し，その約 1 週間後に 2 回目

のワークを実施し，その翌日に両群に事後の効果測定を実施した。 

調査内容 

効果測定の質問紙の構成 

・フェイスシート：学年・クラス，出席番号，性別。 

・レジリエンス：平野（2010）が作成した「レジリエンス要因尺度」を用いる。資質的レ

ジリエンス要因と獲得的レジリエンス要因の 2 因子構成 

・不登校傾向：土屋・細谷・東條（2010）が作成した日本語版 SRAS-R 登校児用（School 

Refusal Assessment Scale-Revised for Japanese Attendance at School : SRAS-R-JA）を

用いる。ネガティブ感情の回避，対人場面からの逃避，家族からの注意獲得行動，不登校

行動の具体的な強化子の 4 因子構成。 

・解決構築：Takagi et al.(2019)の修正版解決構築尺度を用いる。本尺度は青年期後期以

降を対象に作成されたため，中学生に使用するに当たり項目内容の表現を平易にした。 

ワークの構成 

 ワークは黒沢(2012),高木・若島（2019）を参考に作成した。 

・1 回目のワーク：個人の悩みの解決を目指すものである。①悩みの選択，②具体的な悩

みの記述，③悩みの深刻さをスケーリング，④問題がある中で現在の状態をスケーリング，

⑤ミラクルクエスチョン，⑥目標の設定，⑦例外探し，⑧ワークの取り組み態度を確認す

る 2 項目からなる。 

・2 回目のワーク：現在のクラスの状態に着目し，理想のクラスの状態を目指すものであ

る。①現在のクラスの状態をスケーリング，②ミラクルクエスチョン，③目標の設定，④

例外探し，⑤ワークの取り組み態度を確認する 2 項目からなる。 

 

結果 

調査対象者のうち回答に不備があった者を除き，さらに実験群では全 2 回のワークにつ

いて操作チェックを行い，操作チェックを全てクリアした者を分析対象とした。分析対象

者は，実験群 12 名（男子 6 名，女子 6 名），統制群 40 名（男子 24 名，女子 16 名）であ

った。 

 まず群の等質性を確認するために，群を独立変数，事前段階の効果測定の得点（資質的

レジリエンス要因，獲得的レジリエンス要因，ネガティブ感情の回避，対人場面からの逃
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避，家族からの注意獲得行動，不登校行動の具体的な強化子，解決構築）を従属変数とす

る t 検定を行った。その結果，資質的レジリエンス要因（t(29.88)=2.58,p<.05）, 家族か

らの注意獲得行動(t(46.23)=2.92,p<.01)，解決構築（t(47)=2.26,p<.05）において実験群の

方が統制群よりも高くなっていた。また有意傾向であるが，獲得的レジリエンス要因

（t(50)=1.94,p<.1）において実験群の方が統制群よりも高くなっていた。 

 次に，ワークプログラムの効果を検討するために，効果測定の得点を従属変数，時期（事

前/事後）と群（実験群/統制群）を独立変数とする反復測定の二要因の分散分析を行った。

その結果，いずれの変数においても交互作用は見られなかった。獲得的レジリエンス要因

と ネ ガ テ ィ ブ 感 情 の 回 避 に お い て ， 時 期 の 主 効 果 が 見 ら れ た （ 順 に ，

F(1,50)=4.36,p<.05,np2=.08, F(1,50)=6.86,p<.05,np2=.12）。結果を Table1 に示す。 

 

 Table1 二要因の分散分析 結果 

変数名 
事前 事後 time 

M SD M SD 

資質的レジリエ

ンス要因 

実験群 n=11 3.89  (0.42) 3.97  (0.52) 

統制群 n=40 3.44  (0.76) 3.43  (0.74) 

獲得的レジリエ

ンス要因 

実験群 n=12 3.96  (0.42) 4.08  (0.34) 
4.36*  

統制群 n=40 3.56  (0.68) 3.64  (0.67) 

ネガティブ感情

の回避 

実験群 n=12 1.70  (1.00) 1.52  (0.66) 
6.86*  

統制群 n=40 1.85  (0.64) 1.68  (0.73) 

対人場面からの

逃避 

実験群 n=12 1.27  (0.43) 1.33  (0.53) 

統制群 n=40 1.47  (0.47) 1.40  (0.49) 

家族からの注意

獲得行動 

実験群 n=12 3.95  (0.33) 4.08  (0.53) 

統制群 n=39 3.46  (0.86) 3.50  (0.85) 

不登校行動の具

体的な強化子 

実験群 n=12 1.97  (0.84) 2.10  (1.04) 

統制群 n=38 2.12  (0.81) 2.04  (1.02) 

解決構築 
実験群 n=9 4.16  (0.47) 4.15  (0.50) 

統制群 n=37 3.70  (0.61) 3.80  (0.63) 

*p<.05   

考察 

 SFBT に基づくワークプログラムを実施し，その効果の検討を行った結果，ワークプロ

グラムを実施した実験群と統制群ともに，事前段階よりも事後段階において獲得的レジリ

エンス要因が高くなり，ネガティブ感情の回避が低くなることが示された。これまでに，

SFBT による効果研究においては，主に海外で様々な効果が報告されてきた。Grant et 
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al(2009)では SFBT に基づくコーチングを実施したことで，目標到達度，レジリエンス，

仕事のウェルビーイングが増加したことが示されている。日本においても 18 歳以上の成

人を対象に SFBT に基づくセルフケアツールを実施した高木・若島（2019）において，

ミラクルクエスチョンと例外探しを実施後，解決構築と自己効力感が高まったことが示さ

れている。 

本研究においては中学生を対象に実験を行ったが，SFBT に基づくワークプログラムを

実施したことによる効果は示されなかった。その理由として，3 つ挙げられる。第一に，

実験群と統制群が等質の集団ではなかったことがある。ワークプログラムを実施する事前

の段階において，実験群の方が統制群よりも，資質的レジリエンス要因，家族からの注意

獲得行動，解決構築において高くなっていた。また，有意傾向ではあるが，獲得的レジリ

エンス要因においても実験群の方が統制群より高くなっていた。今後，可能な限り等質な

集団になるよう群分けを行う必要がある。第二に，実験群と統制群におけるサンプル数に

偏りがあったことがある。実験群において，ワークの取り組み態度や実験操作が不十分で

あった者を除外するためにチェックリストを設定したが，チェックリストによって分析の

対象外となった生徒が半数以上となった。今後の課題として，中学生のワークに取り組む

意欲を高めることやワークの内容の改善が必要である。第三に，実施期間の短さが挙げら

れる。本研究では，全 2 回のワークプログラムを約 1 週間の期間内で実施し効果測定を行

ったため，ワークプログラムの効果が表れないうちに効果測定に至った可能性が考えられ

る。今後，より長い期間でワークプログラムを実施し効果を検討したい。 
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